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平成１７年

7 月

大盛況となった第３回「道の市」会場

◎主な内容
☆ご紹介します。友部町と岩間町‥‥Ｐ２
☆新「笠間市」の市章を募集中‥‥‥‥Ｐ４
☆笠間市役所からテレビ生放送‥‥‥Ｐ５
☆点検商法にご注意ください‥‥‥‥Ｐ６
☆生涯学習だより‥‥‥‥‥‥‥‥‥Ｐ18
☆「道の市」笠間ハンドメイドフェア
　　　　　　　　　　　　in弁天町‥Ｐ19

市内弁天町の路上で

６月４日と５日の二日間

第３回「道の市」が開かれました

ハンドメイド作品であふれた通りでは

作り手と住民の楽しげな会話や

多彩なイベントが繰り広げられました

（１９ページに関連記事を掲載）
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友 部 町

岩 間 町

友 部 町
　

四
季
折
々
の
自
然
が
美
し
い
北

山
公
園
。
池
に
沿
っ
て
遊
歩
道
が

整
備
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
公
園
内

に
は
、
皆
さ
ん
が
楽
し
め
る
よ
う
、

各
施
設
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
家
族
で
お
出
掛
け
く

だ
さ
い
。

主
な
施
設

●
休
憩
施
設

●
展
望
塔

●
ロ
ー
ラ
ー
滑
り
台

●
キ
ャ
ン
プ
・
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
場

●
湿
性
生
態
園

●
あ
や
め
・
し
ょ
う
ぶ
園

●
映
画
「
Ｈ
Ａ
Ｚ
Ａ
Ｎ
」
ロ
ケ
セ

　

ッ
ト

《北　山　公　園》

天
狗
伝
説
《
愛
宕
山
》

岩 間 町

◆
あ
た
ご
天
狗
の
森
ス
カ
イ
ロ
ッ
ジ

　

晴
れ
た
日
に
は
太
平
洋
ま
で
一

望
で
き
る
ス
カ
イ
ロ
ッ
ジ
。
ひ
の

き
を
使
っ
た
ロ
グ
ハ
ウ
ス
の
宿
泊

棟
は
４
人
用
・
６
人
用
が
各
４
棟
、

12
人
用
が
２
棟
で
、
バ
ス
・
ト
イ

レ
・
キ
ッ
チ
ン
完
備
で
す
。
ま
た
、

眺
望
が
見
事
な
広
場
で
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
も
楽
し
め
ま
す
。
満
天
の

星
空
と
自
然
の
中
で
、
す
て
き
な

思
い
出
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
滝
入
不
動
堂

　

山
か
ら
流
れ
込
む
沢
水
が
滝
の

よ
う
に
流
れ
、
昔
は
こ
の
滝
に
打

た
れ
る
と
頭
の
病
気
が
治
る
と
い

わ
れ
た
そ
う
で
す
。
現
在
は
、
合

気
道
の
修
行
と
し
て
、
外
国
人
が

滝
に
打
た
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

�

ご紹介します。 
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期
日
▼
10
月
22
日
㊏
・
23
日
㊐

会
場
▼
友
部
中
学
校
校
庭
（
友
部

町
中
央
）

内
容
／

☆
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

☆
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
大
会

☆
歌
謡
シ
ョ
ー

☆
そ
の
他
多
く
の
模
擬
店
を
出
店

第　

回

ふ
る
さ
と
友
部
ま
つ
り

　

７
月
か
ら
、
友
部
Ｓ
Ａ
（
サ
ー

ビ
ス
エ
リ
ア
）
で
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

（
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
）
の
社
会

実
験
を
し
て
い
ま
す
。
ス
マ
ー
ト

Ｉ
Ｃ
は
、
友
部
Ｓ
Ａ
の
上
下
線
に
、

期
間
限
定
で
簡
易
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
専
用

出
入
り
口
を
設
置
し
た
も
の
で
す
。

実
験
期
間
▼
９
月
19
日
㊊
ま
で

対
象
車
種
▼
け
ん
引
車
・
二
輪
車

を
除
く
全
車
種

実
験
時
間
▼
午
前
６
時
〜
午
後
10 

時
（
時
間
外
は
封
鎖
）

実
験
場
所
▼
常
磐
自
動
車
道
友
部
Ｓ
Ａ

※
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
を
搭
載
し
て
い

な
い
車
両
は
通
行
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
の
走

行
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
一
旦

停
止
が
必
要
で
す
。

※
一
度
入
っ
た
ら
、
別
の
Ｉ
Ｃ
か

ら
し
か
出
ら
れ
ま
せ
ん
。

　平成18年３月19日、笠間市と友部町、岩間町が合併して、人口
約８万２千人の新「笠間市」が誕生します。この合併に向け、市民の
皆さんに友部町と岩間町について知っていただくため、施設や見所
などをご紹介します。

友部ＳＡスマート IC社会実験

～常磐自動車道友部ＳＡ
から乗り降りができます～

16

人が、まちが、熱くなる岩間のまつり

◆
悪
態
祭

日
時
▼
12
月
15
日
㊍

　

神
社
総
代
が
白
装
束
で
天
狗
に

扮
し
、
飯
綱
神
社
や
十
三
天
狗
の

祠ほ
こ
ら

な
ど
に
お
供
え
を
し
ま
す
。
お

供
え
物
を
持
ち
帰
る
と
幸
運
に
な

る
と
さ
れ
、
参
詣
者
は
我
先
に
取

ろ
う
と
し
ま
す
。
ま
た
、
悪
口
を

浴
び
せ
る
と
厄
が
払
わ
れ
る
と
さ

れ
、
ど
ん
な
悪
態
を
つ
い
て
も
よ

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
異
様
か
つ

荒
々
し
い
雰
囲
気
で
、
日
本
三
大

奇
祭
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
六
所
神
社
大
祭

日
時
▼
11
月
４
日
㊎
〜
６
日
㊐

　

五
穀
豊
穣
を
祝
っ
て
行
わ
れ
る

六
所
神
社
大
祭
。
勇
壮
な
獅
子
舞
、

お
は
や
し
に
合
わ
せ
て
き
つ
ね
や

ひ
ょ
っ
と
こ
、
お
か
め
な
ど
の
舞

が
演
じ
ら
れ
る
な
ど
、
心
ゆ
く
ま

で
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

◆
岩
間
夏
ま
つ
り

日
時
▼
８
月
28
日
㊐
午
後
４
時
〜

　

威
勢
の
い
い
神み

輿こ
し

や
獅し

子
舞
、

お
は
や
し
や
「
ち
り
か
ら
踊
り
」

な
ど
、
町
内
各
地
に
古
く
か
ら
伝

え
ら
れ
て
き
た
伝
統
芸
能
が
一
堂

に
会
し
ま
す
。
ま
た
、
幼
稚
園
や

保
育
園
児
の
手
づ
く
り
の
神
輿
も

繰
り
出
し
ま
す
。
夏
の
夜
の
一
時

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▲ ▼▼
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新
『
笠
間
市
』
の
市
章
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
中
で
す

　

新
し
く
誕
生
す
る
『
笠
間
市
』

に
ふ
さ
わ
し
い
デ
ザ
イ
ン
で
、
次

の
と
お
り
と
し
ま
す
。

●
新
『
笠
間
市
』
の
将
来
像
「
住

み
よ
い
ま
ち　

訪
れ
て
よ
い
ま

ち　

笠
間
市
」
に
ふ
さ
わ
し
い

デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
こ
と
。

●
市
旗
、
バ
ッ
ジ
、
看
板
、
封
筒

な
ど
に
も
使
用
で
き
る
デ
ザ
イ

ン
で
あ
る
こ
と
。

●
色
は
用
紙
の
地
色
を
含
め
４
色

以
内
と
す
る
。
な
お
、
グ
ラ
デ

ー
シ
ョ
ン
（
ぼ
か
し
、
濃
淡
）

で
表
し
た
も
の
は
不
可
と
す
る
。

●
自
作
の
未
発
表
作
品
で
あ
る
こ
と
。

●
他
の
市
町
村
章
、
商
標
、
マ
ー

ク
等
に
類
似
し
て
い
な
い
こ
と
。

応

募

方

法

●
応
募
資
格
は
問
い
ま
せ
ん
。

●
一
人
何
点
で
も
応
募
可
能
で
す
。

募
集
す
る
市
章

●
応
募
は
、
縦
横
15
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
の
枠
を
書
い
た
Ａ
４
白
色

用
紙
を
縦
長
で
使
用
し
、
枠
外

に
天
地
を
明
示
す
る
。
用
紙
１

枚
に
つ
き
１
作
品
と
し
ま
す
。

●
応
募
に
当
た
っ
て
は
、
デ
ザ
イ

ン
説
明
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
年
齢
、
性
別
、
職
業

又
は
学
校
名
、
電
話
番
号
を
用

紙
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
用
紙
の
様
式
は
指
定
し
ま

せ
ん
が
、
合
併
協
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
応
募
用
紙
（
ワ
ー

ド
形
式
／
39
Ｋ
Ｂ
）
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
応
募
用
紙
は
市
役
所
秘

書
企
画
課
に
も
あ
り
ま
す
。

●
応
募
は
、
持
参
又
は
封
書
に
よ

る
郵
送
と
し
ま
す
。（
フ
ァ
ッ

ク
ス
・
メ
ー
ル
は
不
可
）

　

８
月
10
日
㊌（
当
日
消
印
有
効
）

応

募

期

限

選

定

方

法

●
合
併
協
議
会
か
ら
付
託
さ
れ
た

「
新
市
市
章
候
補
選
定
小
委
員

●
結
果
に
つ
い
て
は
、「
合
併
協

会
」
に
お
い
て
、
応
募
さ
れ
た

作
品
の
中
か
ら
10
点
程
度
を
選

考
し
、
そ
の
中
か
ら
合
併
協
議

会
が
決
定
し
ま
す
。

●
最
優
秀
作
品
（
採
用
作
品
）
／

　

20
万
円
（
１
点
）

●
優
秀
賞　

３
万
円（
４
点
以
内
）

※
受
賞
者
が
未
成
年
の
場
合
、
現

金
は
保
護
者
に
代
理
授
与
し
ま
す
。

発　
　

表

賞　
　

金

議
会
だ
よ
り
」「
合
併
協
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
等
で
発
表
す

る
と
と
も
に
、
入
賞
者
に
は
別

途
通
知
し
ま
す
。

●
採
用
作
品
に
関
す
る
一
切
の
権

限
は
、
笠
間
市
・
友
部
町
・
岩

間
町
合
併
協
議
会
及
び
合
併
後

の
笠
間
市
に
帰
属
し
ま
す
。

●
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

●
採
用
作
品
の
使
用
に
当
た
っ
て

は
、
作
品
の
デ
ザ
イ
ン
を
修
正

又
は
モ
ノ
ク
ロ
で
利
用
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

そ

の

他

　

笠
間
市
・
友
部
町
・
岩
間
町
合
併
協
議
会
で
は
、
平
成
　
年
３
月
　
日
に
、
笠
間
市
、
友
部
町
及
び
岩
間
町
の

１
市
２
町
が
合
併
し
て
誕
生
す
る
新
『
笠
間
市
』
の
市
章
（
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
）
を
制
定
す
る
に
当
た
り
、
１
市

２
町
の
内
外
を
問
わ
ず
、
広
く
皆
さ
ん
か
ら
市
章
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
市
章
は
、
市
の
旗
や
印
刷
物

等
に
幅
広
く
使
わ
れ
ま
す
。
賞
金
と
し
て
、
最
優
秀
作
品
１
点
（
採
用
作
品
）
に
は
現
金
20
万
円
が
、
優
秀
作
品

（
４
点
以
内
）
に
は
現
金
３
万
円
が
そ
れ
ぞ
れ
贈
ら
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
多
数
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

18

19

ふりがな

笠間市「市章デザイン」応募用紙 

【図柄：縦横１５ｃｍ】

【デザイン説明】（必ず記入してください）

住 所
〒

氏 名 年 齢 歳 性別 男・女応募者

電話番号
職 業

(学校名)

〈応募・問合せ先〉
〒309－1613 笠間市石井2068の1
笠間市中央公民館内
笠間市・友部町・岩間町合併協議会事務局
☎0296（73）0133　FAX0296（73）0144
ホームページ　http://www.city.kasama.ibaraki.jp/̃gappei/
Ｅメール　　　gappei@city.kasama.ibaraki.jp

〈記入例〉
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４
月
と
５
月
の
毎
週
水
曜
日
、

茨
城
県
域
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
水
戸
放
送
局
）
で
、
笠

間
の
旬
の
話
題
を
、
市
役
所
ロ
ビ

ー
か
ら
生
放
送
し
ま
し
た
。
出
演

し
て
く
れ
た
市
民
の
皆
さ
ん
と
、

放
送
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①
笠
間
観
光
い
ち
ご
狩
り

〈
４
月
６
日
〉

出
演
者
／

谷
中 

正
一
さ
ん

久
保
田 

貞
雄
さ
ん

内
容
▼
い
ち
ご
狩
り
の
Ｐ
Ｒ
と
そ

れ
ぞ
れ
の
い
ち
ご
の
自
慢
合
戦

②
つ
つ
じ
ま
つ
り

〈
４
月
13
日
〉

出
演
者
▼
か
さ
ま
観
光
大
使

内
容
▼
つ
つ
じ
ま
つ
り
の
Ｐ
Ｒ
と
、

笠
間
市
役
所
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
水
戸
放

送
局
を
結
ん
だ
同
時
中
継

③
笠
間
観
光
バ
ー
チ
ャ
ル

   

ト
リ
ッ
プ 

〈
４
月
20
日
〉

出
演
者
▼
川
嶋 

宏
明
さ
ん
（
笠

間
ふ
る
さ
と
案
内
人
）

内
容
▼
川
嶋
さ
ん
の
案
内
で
テ
レ

ビ
視
聴
者
が
笠
間
を
仮
想
旅
行

④
陶
炎
祭（
ひ
ま
つ
り
）

〈
４
月
27
日
〉

出
演
者
▼
小
島 

英
一
さ
ん
（
陶

芸
家
・
陶
炎
祭
実
行
委
員
長
）

内
容
▼
掘
り
出
し
物
の
探
し
方
や

値
切
り
方
の
レ
ッ
ス
ン

⑤
食
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

　

デ
ザ
イ
ン 〈
５
月
11
日
〉

出
演
者
／

岡
部 
登
志
子
さ
ん
（
陶
芸
家
）

佐
山 
博
昭
さ
ん（
フ
ラ
ン
ス
料
理
人
）

内
容
▼
障
害
を
持
つ
人
に
も
使
い

や
す
い
笠
間
焼
の
器
と
、
食
事

制
限
の
あ
る
人
な
ど
に
も
お
い

し
い
フ
ル
コ
ー
ス
を
紹
介

⑥「
道
の
市
」ハ
ン
ド
メ
イ
ド
フ
ェ
ア

　

in
弁
天
町
〈
５
月
18
日
〉

出
演
者
／

大
島 

元
則
さ
ん
（
実
行
委
員
長
）

清
水 

定
志
さ
ん
（
自
転
車
ろ
く
ろ
）

井
川 

省
史
さ
ん
（
自
転
車
ろ
く
ろ
）

栗
林 

盛
紀
さ
ん
（
人
力
車
）

弁
天
町
婦
人
会
（
楽
食
）

内
容
▼
自
転
車
ろ
く
ろ
・
人
力
車

な
ど
大
掛
か
り
な
演
出
と
、
婦

人
会
の
皆
さ
ん
の
楽
食
紹
介

⑦
笠
間
観
光
落
語

〈
５
月
25
日
〉

出
演
者
／

粋す
い
す
い
て
い

々
亭 

流り
ゅ
う

朝ち
ょ
うさ
ん（
茨
城
大
学
生
）

内
容
▼
茨
大
落
研
の
粋
々
亭 

流

朝
さ
ん
が
、
落
語
で
笠
間
を
Ｐ
Ｒ

笠間観光バーチャルトリップ

「道の市」ハンドメイドフェアin弁天町

スタジオで使用したカメラ

笠間観光落語

食のユニバーサルデザイン

市民の皆さんに出演していただきました。

《茨城県域デジタルテレビ放送》
市民の皆さんに出演していただき、
視聴者や関係者の好評を博しました。

ご協力くださった皆さん、ありがとうございました。

笠
間
市
役
所
か
ら
生
放
送

Ｎ
Ｈ
Ｋ
県
域
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ

県域デジタルテレビ放送は、UHFアンテナ
と、地上デジタル受信用チューナー又は地上
デジタル放送対応のテレビで視聴できます。
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点検商法にご注意ください
～高齢者がねらわれています～

が
広
い
人
に
な
り
た
い
で
す
。

笠
間
を
、
よ
り
魅
力
あ
る
ま

ち
に
す
る
に
は
？

　

観
光
に
携
わ
る
人
が
、
働

き
や
す
く
、
仕
事
を
楽
し
め

る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。
楽
し
い

こ
と
は
頑
張
れ
る
し
、
よ
い

ア
イ
デ
ア
も
浮
か
ぶ
の
で
、

お
客
様
が
喜
ぶ
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

「
大
使
」と
し
て
の
抱
負
は
？

　

観
光
大
使
の
制
服
を
着
て

い
る
間
は
、
笠
間
の
代
表
と

い
う
気
持
ち
を
常
に
持
と
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。

副
賞
の
旅
行
ク
ー
ポ
ン
で
、

ど
ち
ら
へ
？

　

姉
と
国
内
の
高
級
ホ
テ
ル

に
宿
泊
し
た
い
で
す
。

今
、
一
番
欲
し
い
も
の
は
？

　

い
つ
で
も
、
何
が
あ
っ
て

も
、
幸
せ
な
気
分
で
い
ら
れ

る
脳
が
欲
し
い
で
す
。

休
日
の
過
ご
し
方
は
？

　

家
で
本
を
読
ん
だ
り
、
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
見
た
り
、
パ
ソ
コ
ン

を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
そ

ん
な
地
味
な
生
活
が
好
き
で
す
。

将
来
の
夢
は
？

　

英
語
・
中
国
語
・
日
本
語

を
自
由
に
操
り
、
ま
た
、
心

か
さ
ま
観
光
大
使
を
紹
介

軽か
る

部べ 

織お
り

江え 

さ
ん

　無料点検のはずだったのに、「このままでは大変だ」と言われ、不安になって高額な契約をし
てしまった。このような相談が、高齢者を中心に数多く寄せられています。
◆公的機関（国、県、市町村）が個人の住宅を訪問し、家屋等の点検を行うことはありません。
　名称に惑わされることなく、慎重に対応することが大切です。

◆点検商法には、次のようなものがあります◆

◆対　処　法◆

○点検後に不安をあおるようなことを言われても、慌てて契約することは避けましょう。
○家族や知り合いに相談しましょう。
○建築士などに状態を確認してもらい、工事が必要かどうか判断しましょう。
○工事をする際は、数社から見積りを取るなどして比較検討しましょう。

※一度契約すると、業者が次々に訪れ、新たな契約を勧める「次々販売」の被害に遭うこともある
ので注意しましょう。「訪問販売で契約してしまったが、解約したい」という場合は、書面の
交付を受けた日を含めて８日以内であれば、クーリング・オフ制度で無条件解除ができます。

問合せ先：笠間市消費生活センター　☎72－9977

市
貝
町
▼
Ａ
型

う
お
座
・
34
歳

排水管清掃 床下換気扇 白あり駆除 床下補強工事

� 
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浄
化
槽
っ
て
い
っ
た
い
何
？

　

朝
、
顔
を
洗
い
、
歯
を
磨
き
、
米
を
研
ぎ
、
食
事
を
す
れ
ば
食
器
を
洗
う
。
私
た
ち
の
生
活
に
「
水
」
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
家
庭
か
ら
出
る
、
炊
事
・
洗
濯
・
お
ふ
ろ
な
ど
の
生
活
排
水
は
、
下
水
道
や
浄
化
槽
で
適
正
に
処
理
さ
れ

な
い
と
、
川
や
湖
を
汚
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
浄
化
槽
と
は
い
っ
た
い
何
な
の
か
。
一
緒
に
勉
強
し
ま
し
ょ
う
。

　

家
を
新
築
す
る
と
き
や
、
汲
み
取
り
便
所
・
単
独
浄
化
槽

か
ら
合
併
浄
化
槽
に
替
え
る
と
き
は
、
届
出
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
浄
化
槽
は
、
正
し
く
設
置
し
な
け
れ
ば
正
常
な
機
能

が
発
揮
さ
れ
な
い
の
で
、
登
録
を
受
け
た
工
事
業
者
だ
け
が
、

設
置
工
事
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

維
持
管
理
が
大
切
で
す

　

微
生
物
が
充
分
に
働
け
る
環
境
を
作
り
、
き
れ
い
な
水
を

浄
化
槽
を
設
置
す
る
と
き
は

　

ト
イ
レ
や
台
所
か
ら
浄
化
槽
へ
流
れ
て
き
た
汚
水
は
、
ま

ず
、
固
形
物
が
取
り
除
か
れ
、
そ
の
後
、
酸
素
を
必
要
と
し

な
い
微
生
物
が
、
有
機
物
を
分
解
し
ま
す
。
続
い
て
、
酸
素

を
必
要
と
す
る
微
生
物
が
、
さ
ら
に
有
機
物
を
分
解
し
ま
す
。

　

こ
う
し
て
き
れ
い
に
な
っ
た
上
澄
み
の
水
は
、
消
毒
さ
れ

た
後
、
側
溝
を
通
じ
て
川
へ
放
流
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
浄
化
槽
の
主
役
は
微
生
物
で
す
か
ら
、
微

生
物
が
働
き
や
す
い
環
境
を
作
っ
て
あ
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
の
た
め
、
必
ず
、
保
守
点
検
や
清
掃
、
水
質
検
査

を
定
期
的
に
行
う
よ
う
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

放
流
す
る
に
は
、
維
持
管
理
が
必
要
で
す
。
浄
化
槽
に
た
ま

っ
た
汚
泥
を
抜
き
取
ら
な
け
れ
ば
、
浄
化
槽
か
ら
流
れ
出
て
、

川
を
汚
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
浄
化
槽
を
設
置

し
た
方
は
、
次
の
こ
と
を
必
ず
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
４
か
月
に
１
回
以
上
の
保
守
点
検（
20
人
槽
以
下
の
場
合
）

②
年
に
１
回
以
上
の
清
掃

③
年
に
１
回
の
水
質
検
査

浄
化
槽
の
仕
組
み

　

仮
に
２
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の
牛
乳
を
流
し
て
し
ま
っ
た

場
合
、
浴
槽
９
杯
分
の
水
で
薄
め
な
け
れ
ば
、
魚
が
住
め
る

水
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
使
い
終
え
た
て
ん
ぷ
ら
油
だ
と
、
な

ん
と
浴
槽
２
０
０
杯
分
の
水
が
必
要
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

や
た
ら
に
流
し
台
へ
捨
て
な
い
こ
と
は
当
然
で
す
が
、
お
か

ず
な
ど
の
作
り
過
ぎ
に
も
注
意
し
た
い
も
の
で
す
。

①
流
し
台
に
三
角
コ
ー
ナ
ー
や
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
を
取
り
付
け

て
、
野
菜
く
ず
や
食
べ
残
し
を
流
さ
な
い
よ
う
注
意
す
る
。

②
食
器
や
な
べ
に
付
い
た
油
汚
れ
は
、
紙
な
ど
で
ふ
い
て
か

ら
洗
う
よ
う
に
す
る
。

③
洗
剤
は
計
量
し
て
使
い
、
洗
濯
機
に
は
く
ず
取
り
用
の
ネ

ッ
ト
を
取
り
付
け
て
、
糸
く
ず
な
ど
を
取
り
除
く
。

ど
の
く
ら
い
水
を
汚
し
て
し
ま
う
の
？

今
す
ぐ
で
き
る
、
水
を
汚
さ
な
い
工
夫

問
合
せ
先
▼
環
境
課
環
境
Ｇ
☎
内
線
１
３
１
・
１
３
２

浄
化
槽
の
正
し
い
使
い
方

台所からの野菜くずやて
んぷら油などは、流さな
いようにする。

５ 浄化槽の電気は切らない。
通気口や送風機の空気取
り入れ口はふさがない。
４消毒剤は切らさず、常に

消毒されるようにする。６マンホールの上に物を置
かない。ふたはいつも閉
めておく。

７

トイレの洗浄水は、定め
られた量を流す。１便器の掃除には、微生物

に影響するような薬剤を
使用しない。

２トイレットペーパー以外、
トイレに異物を流さない。３
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市
民
親
善
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

収
益
金
の
一
部
を
当
市
に
寄
付

　

５
月
25
日
、
青
少

年
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

や
社
会
福
祉
団
体
へ

の
寄
付
を
目
的
と
し

た
、
第
28
回
「
笠
間

市
民
親
善
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
」

（
主
催
▽
市
体
育
協

会
）
が
、
富
士
カ
ン

トロフィーを手にする上位入賞者の皆さん

勲章を胸にする増渕さん

みなみ公民館で開かれている「子育てサロン」

増
渕 

弘
さ
ん
（
稲
田
）
が
、
瑞
宝
双
光
章
を
受
章

　

こ
の
ほ
ど
、増
渕 

弘
さ
ん
（
稲

田
・
88
歳
）
が
、
学
校
教
育
に
対

す
る
永
年
の
功
労
に
よ
り
、
瑞
宝

双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

増
渕
さ
ん
は
、
昭
和
12
年
３
月
、

久
慈
郡
生
瀬
尋
常
高
等
小
学
校
の

訓
導
と
し
て
教
職
の
道
を
歩
み
始

め
、
西
茨
城
郡
北
那
珂
尋
常
小
学

校
訓
導
、
北
那
珂
農
業
青
年
学
校

助
教
諭
兼
任
、
笠
間
国
民
学
校
訓

導
、
笠
間
中
学
校
教
諭
と
し
て
、

児
童
生
徒
の
健
全
育
成
に
尽
力
。

そ
の
後
、
福
原
小
学
校
教
頭
、
岩

瀬
第
一
小
学
校
教
頭
、
桜
丘
中
学

校
教
頭
、
宍
戸
中
学
校
教
頭
、
笠

間
中
学
校
教
頭
を
歴
任
し
、
昭
和

43
年
４
月
、
笠
間
市
立
大
橋
小
学

校
長
に
就
任
。
さ
ら
に
、
稲
田
中

学
校
長
を
経
て
、
昭
和
48
年
４
月
、

笠
間
小
学
校
の
第
23
代
校
長
に
就

任
さ
れ
、
昭
和
52
年
４
月
１
日
を

も
っ
て
退
職
さ
れ
る
ま
で
、
教
育

職
40
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
そ
の

卓
越
し
た
指
導
力
を
も
っ
て
、
学

校
教
育
に
手
腕
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　

増
渕
さ
ん
は
、「
叙
勲
を
迎
え
、

支
え
て
く
れ
た
人
た
ち
や
地
域
の

皆
さ
ん
、
そ
し
て
健
康
の
あ
り
が

た
さ
を
痛
感
し
た
」
と
、
に
こ
や

か
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

お
母
さ
ん
も
ほ
っ
と
一
息　
「
子
育
て
サ
ロ
ン
」
が
人
気

　
「
子
育
て
サ
ロ
ン
」
は
、
育
児

に
奮
闘
す
る
お
父
さ
ん
や
お
母
さ

ん
が
、
安
心
し
て
、
子
ど
も
と
く

つ
ろ
ぐ
こ
と
が
で
き
る
場
所
。
毎

月
第
３
木
曜
日
の
午
前
中
、
み
な

み
公
民
館
で
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　

立
ち
上
げ
た
の
は
、
笠
間
市
更

生
保
護
女
性
会
（
会
長
▽
甲
斐 

邦

子
さ
ん
）
で
、
父
母
３
０
０
人
に

あ
て
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
基
に
、
育

児
に
関
す
る
悩
み
や
不
安
、
要
望

を
考
察
し
、
在
宅
の
幼
児
と
そ
の

親
を
側
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
よ
う

と
、
平
成
13
年
に
誕
生
し
ま
し
た
。

　

サ
ロ
ン
と
は
、
友
達
を
つ
く
り
、

情
報
が
共
有
で
き
る
魅
力
あ
る
談

話
室
の
こ
と
。
公
民
館
ホ
ー
ル
の

一
角
に
は
、
親
同
士
が
話
を
し
た

り
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
り
で
き
る

テ
ィ
ー
サ
ロ
ン
が
あ
る
ほ
か
、
経

験
豊
富
な
同
女
性
会
の
皆
さ
ん
８

人
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
子
ど
も

た
ち
を
見
守
っ
て
く
れ
る
な
ど
、

押
付
け
の
な
い
、
開
放
的
な
雰
囲

気
が
人
気
を
呼
び
、
気
軽
に
参
加

す
る
親
子
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
に
関
す
る
悲
惨
な
事
件

が
相
次
ぐ
現
在
、
更
生
保
護
女
性

会
で
は
、
大
切
な
子
ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
い
ま
す
。

ト
リ
ー
笠
間
倶
楽
部（
池
野
辺
）で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
穏
や
か
な
快
晴
に
恵
ま
れ
、
女
性
ゴ

ル
フ
ァ
ー
18
人
を
含
む
１
９
３
人
が
参
加
。
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
で
、
プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
６
月
16
日
に
は
、
同
倶
楽
部
の
朝
倉 

茂
利
取
締
役
支
配
人
が
市
役
所
を
訪
れ
、「
社
会

体
育
事
業
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
、
寄
付
金

28
万
９
５
０
０
円
を
磯
市
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

趣
旨
に
基
づ
き
、
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

磯市長に寄付金を手渡す朝倉支配人
順　位 氏　　名 グロス ネット
優　勝 安達　正夫 77（38・39） 69.8
２　位 根本　勝二 79（42・37） 70.6
３　位 蛯澤　　正 80（39・41） 71.6
４　位 蛯澤　幸一 73（38・35） 71.8
５　位 磯　　　廣 84（42・42） 72.0
６　位 永山　光一 90（46・44） 72.0
７　位 吉井　博雄 80（40・40） 72.8

【新ペリア方式。同ネットの場合は年長者が上位】
ベストグロス賞＊男性　蛯澤　幸一　73（38・35）

＊女性　菊池　千秋　84（43・41）
（敬称略）



日／曜 行　　　　　　事 相談 予防接種・健診等 メモ欄

17水先勝
図書館夏休みイベント「工作教室」
　　10:30～12:00／14:30～16:00
　　市立図書館 ２階ホール（1市立図書館）
子育て広場 9:00～12:00
　　くるす保育所 遊戯室 (1福祉事務所 内線１４４)

教育

児童

人権法務

育児

機能アップ教室　9:30 ～ 15:30

18木友引 笠間中学校 吹奏楽部 定期演奏14:00～
　　中央公民館 大ホール（1笠間中学校 ７２－０１２０）

教育

育児

19金先負
0 ･ 1 ･ 2 ･ 3歳のおはなし会 11:00～11:20
　　市立図書館 ２階ホール（1市立図書館）
ふれあい広場 10:00～11:30
　　いなだ保育所 (1いなだ保育所 ７４－２３０４)

教育

児童

健康

20土仏滅
第１５回笠間のまつり 15:00 ～ 21:30
　　オープニングフェスティバル　笠間駅前通り ほか
　　ねぶた＆光のオブジェ＆神輿パレード　笠間駅前通り 周辺
　　（1商工観光課 内線１６１・１６２）
稲田中学校 吹奏楽部 定期演奏会
　　中央公民館 大ホール（1稲田中学校 ７４－２００４）
映画上映会 14:45 ～
　　　　市立図書館 ２階ホール（1市立図書館）

21日大安
家庭の日

休日救急医 9:00 ～ 17:00
　　柳橋医院 1７４－２３０２

22月赤口 ふれあい広場 10:00 ～ 11:30
　　いなだ保育所 (1いなだ保育所 ７４－２３０４)

教育

児童

１歳６か月児健診
　　受　付▷ 13:00 ～ 13:10
　　対象児▷H15.12.21～H16.1.31生まれ

23火先勝
処暑

教育

健康

心配

育児

24水　友引
図書館夏休みイベント「工作教室」 
　　10:30～ 12:00／ 14:30～ 16:00
　　市立図書館 ２階ホール（1市立図書館）
ふれあい (心配ごと相談 )巡回相談 10:00 ～ 12:00
　　大橋公民館 (1社会福祉協議会 )
子育て広場 9:00 ～ 12:00
　　くるす保育所 遊戯室 (1福祉事務所 内線１４４)
紙パック収集

教育

児童

育児

機能アップ教室　9:30 ～ 15:30

情報カレンダー情報カレンダー

○●
見
や
す
い
所
に
は
っ
て
お
使
い
く
だ
さ
い

笠間工芸の丘
「中村 富夫」作陶展

８月１８日(木)から２８日(日)

問合せ先
（市外局番）
02 9 6

相
談
記
号

心配：心配ごと相談（ふれあい相談室）10120―66―1134  毎週火曜 13～16時  社会福祉協議会　　　健康：健康相談  第 1～ 3・5週火・金曜 9 ～ 12時 第 4火・金曜 13～ 16時 保健センター　　児童：家庭児童相談 月・水・金曜 13～17時（福祉事務所1内線330）

教育：教育相談（中学生までの悩みごと・心の相談）173―0710  月～金曜 9～16時  笠間保健サービスセンター（学務課1内線 261）　 歯科： 歯科相談 第 2金曜 9～11時 第 4金曜 13～16時 保健センター　　育児：児童相談  火・水・木曜 9～ 16時　各保育所

人権法務：人権法務相談  毎月第 3 水曜 10～15時　虹の家（総合窓口課1内線 117）　　　地域児童：県地域児童相談 奇数月の第３金曜 10 ～ 16時 保健センター（福祉事務所1内線 142要予約）

9

◎市　役　所172―1111　　◎保健センター172―7711　　◎総合公園管理棟172―9330　　◎下水道組合
◎中央公民館172―2100　　◎清掃センター174―3800　　◎市民体育館172―2101　　◎広 域 斎 場
◎市立図書館172―5046　　◎てらざき保育所 172―0254　　◎くるす保育所172―0563　　◎いなだ保育所

相談は、下段一覧を
ご参照ください。

8月
平成 17 年
August

葉
は

月
づき

保健センター「健康相談」開催中！
第１～３・５週 火・金▷午前９時～11時
第   ４   週   火  ・  金▷午後１時～４時

茨城県陶芸美術館
「笠間芸術の森陶芸展　カサマソダチ」

８月２８日 (日 ) まで

▼
▼



日／曜 行　　　　　　事 相談 予防接種・健診等 メモ欄

9 火大安 地区公民館夏休み教室「物づくり教室」 10:00～ 11:30
　　南山内公民館 (1中央公民館 )

教育

健康

心配

育児

10水赤口
地区公民館夏休み教室「バルーンアート」 10:00～ 11:30
　　大橋公民館 (1中央公民館 )
図書館夏休みイベント
　　「ビデオ上映会」 10:30～ 11:30　「おはなし会」 14:30～ 15:00
　　市立図書館（1市立図書館）
子育て広場 9:00 ～ 12:00
　　くるす保育所 遊戯室 (1福祉事務所 内線１４４)
白色発泡トレイ収集

教育

児童

育児

両親学級④　10:00 ～ 12:00
機能アップ教室　13:00 ～ 15:30

11木先勝 教育

育児

12金友引 ふれあい広場 10:00～11:30
　　いなだ保育所 (1いなだ保育所 ７４－２３０４)

教育

児童

健康

歯科

13土先負
陶の小径 十六夜まつり 18:30～ 21:30　13日～15日
　　陶の小径商店会 (1商工観光課 内線１６１)
映画上映会 14:00 ～
　　市立図書館 ２階ホール（1市立図書館）

月遅れ盆迎え火

休日救急医 9:00 ～ 17:00
　　河村医院 1７２－２１２１

14日仏滅 4 ･ 5 ･ 6 歳のおはなし会 14:00 ～ 14:30
　　市立図書館 おはなしの部屋（1市立図書館）

休日救急医 9:00 ～ 17:00
　　磯医院 1７４－４７９０         

15月大安 ふれあい広場 10:00 ～ 11:30
　　いなだ保育所 (1いなだ保育所 ７４－２３０４)

終戦記念日　　戦没者慰霊の日　　月遅れ盆

教育

児童
休日救急医 9:00 ～ 17:00
　　石本病院 1７２－４０５１

16火赤口
第１５回笠間のまつり 18:30 ～ 21:00
　　灯籠流し　亀ヶ橋北公園
　　（1商工観光課 内線１６１・１６２）
子ども体験行事「どんぐり学校」 16 日～ 18日
　　(1生涯学習課 内線２７２)

月遅れ盆送り火

教育

健康

心配

育児

休日救急医 9:00 ～ 17:00
　　関医院 1７２－１３８２

資源物（紙類）回収にご協力をいただき、ありがとうございます。
☆５月の回収量は、66,170kg で、内訳は次のとおりです。
 新聞紙 25,320kg、雑誌類 31,920kg、段ボール 8,930kg
☆ごみ減量のため、今後ともよろしくお願いします。　《環境課》

予防接種・健診等の実施場所は、表示があ

る場合を除き、すべて保健センターです。

相談は、一覧表をご参照ください。

○●
見
や
す
い
所
に
は
っ
て
お
使
い
く
だ
さ
い
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178―0851　　

△

社会福祉協議会173―0084　　

△

笠間工芸の丘170―1313　　

△

笠間クラインガルテン170―3011
172―7011　　

△

観　光　協　会172―9222　　

△

茨城県陶芸美術館170―0011　　

△

笠間日動美術館172―2160
174―2304　　

△

笠間焼協同組合173―0058 E-mail

△

info@city.kasama.ibaraki.jp

心配：心配ごと相談（ふれあい相談室）10120―66―1134  毎週火曜 13～16時  社会福祉協議会　　　健康：健康相談  第 1～ 3・5週火・金曜 9 ～ 12時 第 4火・金曜 13～ 16時 保健センター　　児童：家庭児童相談 月・水・金曜 13～17時（福祉事務所1内線330）

教育：教育相談（中学生までの悩みごと・心の相談）173―0710  月～金曜 9～16時  笠間保健サービスセンター（学務課1内線 261）　 歯科： 歯科相談 第 2金曜 9～11時 第 4金曜 13～16時 保健センター　　育児：児童相談  火・水・木曜 9～ 16時　各保育所

人権法務：人権法務相談  毎月第 3 水曜 10～15時　虹の家（総合窓口課1内線 117）　　　地域児童：県地域児童相談 奇数月の第３金曜 10 ～ 16時 保健センター（福祉事務所1内線 142要予約）

笠間工芸の丘
「迫 二郎・杉山 洋二ガラス展」
８月３日(水)から１６日(火)

▼



情報カレンダー情報カレンダー
日／曜 行　　　　　　事 相談 予防接種・健診等 メモ欄

1 月友引 ふれあい広場 10:00～11:30
　　いなだ保育所 (1いなだ保育所 ７４－２３０４)

八朔　　水の日　　観光の日

教育

児童

２歳児歯科健診
　　受　付▷ 13:00 ～ 13:10
　　対象児▷H15.5.26 ～ 7.3 生まれ

2 火先負 地区公民館夏休み教室「手品教室」 10:00 ～ 11:30
　　上加賀田公民館 (1中央公民館 )

教育

健康

心配

育児

3 水仏滅
地区公民館夏休み教室「おりがみアート教室」 10:00～ 11:30
　　来栖公民館 (1中央公民館 )
図書館夏休みイベント「おはなし会」 14:30～ 15:00
　　市立図書館（1市立図書館）
子育て広場 9:00 ～ 12:00
　　くるす保育所 遊戯室 (1福祉事務所 内線１４４)
ペットボトル収集

教育

児童

育児

機能アップ教室　9:30 ～ 15:30

4 木大安 地区公民館夏休み教室「書道教室」 10:00～ 11:30
　　箱田公民館 (1中央公民館 )

教育

育児

離乳食教室
　　受　付▷ 9:50 ～ 10:00
　　対象児▷H17.3.16 ～ 4.30 生まれ
ひだまり (精神デイサービス )
　　10:00 ～ 15:00

5 金先勝
地区公民館夏休み教室「竹とんぼ作り教室」 10:00～ 11:30
　　福原公民館 (1中央公民館 )
0 ･ 1 ･ 2 ･ 3 歳のおはなし会 11:00 ～ 11:20
　　市立図書館 ２階ホール（1市立図書館）
ふれあい広場 10:00 ～ 11:30
　　いなだ保育所 (1いなだ保育所 ７４－２３０４)

教育

児童

健康

ＢＣＧ接種

　　受付▷ 13:00 ～ 13:30

6 土友引
親子ふれあい陶芸教室 14:00 ～
　　大津晃窯 (1生涯学習課 内線２７３)
笠間中学校演劇部 定期公演会 14:00 ～
　　中央公民館 大ホール(1笠間中学校７２－０１２０)
第２２回茨城県スポーツ少年団軟式野球大会　６日・７日
　　市民球場 (1総合公園管理棟 )
映画上映会 15:00～　市立図書館 ２階ホール（1市立図書館）

両親学級③　17:00 ～ 19:00

7 日先負
稲田ふれあいまつり
　　稲田駅前ふれあい公園 (1都市建設課 内線１７７)
子ども体験行事「子ども会自然体験活動」
　　　(1生涯学習課 内線２７２)
ペットボトル収集

立秋

休日救急医 9:00 ～ 17:00
　　太田皮フ科 1７２－７７７７

8 月　仏滅
笠間市・友部町・岩間町合併協議会 第７回合併協議会 13:30～
　　岩間町役場２階 会議室（1合併協議会事務局７３－０１３３）
ふれあい広場 10:00 ～ 11:30
　　いなだ保育所 (1いなだ保育所 ７４－２３０４)

教育

児童

○●
見
や
す
い
所
に
は
っ
て
お
使
い
く
だ
さ
い
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問合せ先
（市外局番）
02 9 6

相
談
記
号

心配：心配ごと相談（ふれあい相談室）10120―66―1134  毎週火曜 13～16時  社会福祉協議会　　　健康：健康相談  第 1～ 3・5週火・金曜 9 ～ 12時 第 4火・金曜 13～ 16時 保健センター　　児童：家庭児童相談 月・水・金曜 13～17時（福祉事務所1内線330）

教育：教育相談（中学生までの悩みごと・心の相談）173―0710  月～金曜 9～16時  笠間保健サービスセンター（学務課1内線 261）　 歯科： 歯科相談 第 2金曜 9～11時 第 4金曜 13～16時 保健センター　　育児：児童相談  火・水・木曜 9～ 16時　各保育所

人権法務：人権法務相談  毎月第 3 水曜 10～15時　虹の家（総合窓口課1内線 117）　　　地域児童：県地域児童相談 奇数月の第３金曜 10 ～ 16時 保健センター（福祉事務所1内線 142要予約）

◎市　役　所172―1111　　◎保健センター172―7711　　◎総合公園管理棟172―9330　　◎下水道組合
◎中央公民館172―2100　　◎清掃センター174―3800　　◎市民体育館172―2101　　◎広 域 斎 場
◎市立図書館172―5046　　◎てらざき保育所 172―0254　　◎くるす保育所172―0563　　◎いなだ保育所

8月
平成 17 年
August

葉
は

月
づき

保健センター「健康相談」開催中！
第1～3・5週 火・金▷午前９時～11時
第   ４   週   火  ・  金▷午後１時～４時



予防接種・健診等の実施場所は、表示があ

る場合を除き、すべて保健センターです。

相談は、一覧表をご参照ください。

17
年
9
月

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3

4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30

税等納期限

　　　　　　　　　市 県 民 税 ……第 ２ 期 分
　８月 31日（水）  国民健康保険税 ……第 ３ 期 分
　　　　　　　　　介 護 保 険 料 ……第 ３ 期 分

日／曜 行　　　　　　事 相談 予防接種・健診等 メモ欄

25木先負 教育

育児

６～７か月児健診
　　受　付▷ 13:20 ～ 13:30
　　対象児▷H17.1.1 ～ 2.15 生まれ
ひだまり (精神デイサービス )
　　10:00 ～ 15:00

26金仏滅 ふれあい広場 10:00 ～ 11:30
　　いなだ保育所 (1いなだ保育所 ７４－２３０４)

教育

児童

健康

歯科

  

27土大安
「女性も男性もいきいき！のびのびセミナー」
　　13:30 ～ 15:30
　　中央公民館 第１・２会議室(1秘書企画課 内線２２３)
映画上映会 15:00～
　　市立図書館 ２階ホール（1市立図書館）

28日赤口
第１６回南山学童野球大会
　　南山スポーツ公園(1総合公園管理棟)
4 ･ 5 ･ 6歳のおはなし会 14:00～14:30
　　市立図書館 おはなしの部屋（1市立図書館）

休日救急医 9:00～ 17:00
　　佐藤医院 1７２－００３２

29月先勝 ふれあい広場 10:00～11:30
　　いなだ保育所 (1いなだ保育所 ７４－２３０４)

教育

児童

30火友引
教育

健康

心配

育児

31水先負 子育て広場 9:00～12:00
　　くるす保育所 遊戯室 (1福祉事務所 内線１４４)

教育

児童

育児

【９月の予防接種】

〔ＢＣＧ接種〕　　５日 (月 )

○●
見
や
す
い
所
に
は
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て
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い
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心配：心配ごと相談（ふれあい相談室）10120―66―1134  毎週火曜 13～16時  社会福祉協議会　　　健康：健康相談  第 1～ 3・5週火・金曜 9 ～ 12時 第 4火・金曜 13～ 16時 保健センター　　児童：家庭児童相談 月・水・金曜 13～17時（福祉事務所1内線330）

教育：教育相談（中学生までの悩みごと・心の相談）173―0710  月～金曜 9～16時  笠間保健サービスセンター（学務課1内線 261）　 歯科： 歯科相談 第 2金曜 9～11時 第 4金曜 13～16時 保健センター　　育児：児童相談  火・水・木曜 9～ 16時　各保育所

人権法務：人権法務相談  毎月第 3 水曜 10～15時　虹の家（総合窓口課1内線 117）　　　地域児童：県地域児童相談 奇数月の第３金曜 10 ～ 16時 保健センター（福祉事務所1内線 142要予約）

178―0851　　

△

社会福祉協議会173―0084　　

△

笠間工芸の丘170―1313　　

△

笠間クラインガルテン170―3011
172―7011　　

△

観　光　協　会172―9222　　

△

茨城県陶芸美術館170―0011　　

△

笠間日動美術館172―2160
174―2304　　

△

笠間焼協同組合173―0058 E-mail

△

info@city.kasama.ibaraki.jp

笠間工芸の丘
「陶による異空間」展

８月１８日(木)から９月４日(日)

笠間日動美術館
アントワーヌ・プーペル写真展

「ＩＭＡＧＥＳ」
７月２３日(土)から９月２５日(日)
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敬老会の出し物を楽しむ皆さん

菅谷教育長に目録を手渡す鈴木支店長（右）

大
古
山
地
区
（
稲
田
）
で
、
一
足
早
い
敬
老
会
を
開
催

　

６
月
12
日
、
大
古
山
農
村
集
落

セ
ン
タ
ー
（
稲
田
）
で
、
長
寿
を

祝
う
敬
老
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

大
古
山
地
区
（
行
政
区
94
区
）

の
敬
老
会
は
、
平
成
元
年
４
月
に

発
足
し
た
婦
人
部
の
呼
び
掛
け
で
、

同
年
６
月
に
開
催
さ
れ
て
以
来
、

今
年
で
17
回
目
。
毎
回
、
多
彩
な

催
し
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
敬
老
会
に
集
ま
っ
た
の

は
、
招
待
者
27
人
と
婦
人
部
や
役

員
の
皆
さ
ん
な
ど
合
わ
せ
て
40
人
。

テ
ー
ブ
ル
上
に
は
、
婦
人
部
の
皆

さ
ん
11
人
が
、
前
日
か
ら
腕
に
よ

り
を
掛
け
て
作
っ
た
料
理
や
、
谷

中 

孝
さ
ん
が
地
元
で
で
き
た
そ

ば
粉
を
使
い
、
鮮
や
か
な
技
術
で

打
っ
た
そ
ば
や
「
そ
ば
法は

っ
と度
」（
東

北
地
方
の
郷
土
料
理
と
さ
れ
る
長

方
形
の
平
た
い
そ
ば
）
な
ど
が
ず

ら
り
。
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が

ら
歓
談
を
楽
し
ん
だ
ほ
か
、
様
々

な
催
し
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
古
山
地
区
で
は
、
丹
精
込
め

て
作
っ
た
地
元
の
そ
ば
粉
を
使
い
、

11
月
の
「
い
も
煮
会
」
や
「
年
越

し
そ
ば
」、
年
初
め
の
「
そ
ば
打

ち
教
室
」
な
ど
が
行
わ
れ
て
お
り
、

集
落
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
、
地
域

の
融
和
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

小
学
１
年
生
に
防
犯
ブ
ザ
ー　

常
陽
銀
行
70
周
年
記
念

　

６
月
14
日
、
常
陽
銀
行
笠
間
支

店
の
鈴
木 

久
雄
支
店
長
と
森 
和

則
課
長
が
市
役
所
を
訪
れ
、
２
５

５
個
の
防
犯
ブ
ザ
ー
と
テ
ン
ト
６

張
り
の
目
録
を
、
菅
谷
教
育
長
に

手
渡
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
７
月
30
日
に
、
常
陽

銀
行
（
本
店
▽
水
戸
市
、
渋
谷 

勲
頭
取
）
が
創
立
70
周
年
を
迎
え

る
に
当
た
り
、
そ
の
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
、
県
内
の
小
学
校
や

養
護
学
校
な
ど
に
入
学
し
た
児
童

全
員
に
防
犯
ブ
ザ
ー
を
贈
ろ
う
と

企
画
し
た
も
の
。
笠
間
市
で
は
、

新
入
生
全
員
に
相
当
す
る
数
の
防

犯
ブ
ザ
ー
の
ほ
か
、
市
内
の
小
学

校
６
校
に
、
そ
れ
ぞ
れ
テ
ン
ト
一

張
り
ず
つ
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

鈴
木
支
店
長
は
、「
児
童
に
対

す
る
犯
罪
が
相
次
ぐ
中
、
市
内
で

の
事
件
防
止
の
一
助
に
な
れ
ば
」

と
、
地
元
貢
献
へ
の
思
い
を
伝
え

ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
菅
谷
教

育
長
は
、「
親
は
、
学
校
生
活
に

期
待
を
抱
い
て
い
る
反
面
、
安
全

面
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
の
も
確

か
。
防
犯
ブ
ザ
ー
は
と
て
も
心
強

い
。
趣
旨
に
基
づ
き
、
子
ど
も
た

ち
の
防
犯
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
」
と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

優　勝：西根寿会
準優勝： 下市毛健老クラブ
第３位：福原長寿会
第３位：大橋羽衣Ｂ
最高齢チーム賞：稲田第一Ｂ

　（平均年齢８３．５歳）
最高齢者賞：関　三男さん

　（手越・８９歳）

１
５
２
人
が
熱
戦
を
展
開

第
24
回
高
齢
者
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会（
５
月
19
日
）

団体戦／優　勝：笠間小学校
　　　　第２位：南小学校
　　　　第３位：稲田小学校
個人戦／
　３年生：前崎　拓也選手（笠間）
　４年生：吉田　　樹選手（稲田）
　５年生：船橋　夏貴選手（笠間）
　６年生：芝沼　大輝選手（笠間）
　女子の部：佐藤　春菜選手（稲田）

豆
力
士
の
気
迫
に
大
歓
声

第
29
回
小
学
校
相
撲
大
会（
６
月
10
日
）



1415

　

熱
中
症
と
は
、
暑
い
と
こ
ろ
で

無
理
な
作
業
や
激
し
い
運
動
を
行

っ
た
と
き
に
起
こ
る
障
害
の
こ
と

で
、
急
に
暑
く
な
っ
た
と
き
に
多

く
発
症
し
ま
す
。
夏
の
初
め
（
梅

雨
明
け
）
な
ど
は
事
故
が
起
こ
り

や
す
い
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　

汗
は
、
体
か
ら
熱
を
奪
い
、
体

温
が
上
昇
す
る
の
を
防
い
で
く
れ

ま
す
。
し
か
し
、
失
わ
れ
た
水
分

を
補
わ
な
い
と
脱
水
状
態
に
な
り
、

体
温
を
調
節
す
る
機
能
や
運
動
力

が
低
下
し
、
頭
痛
、
め
ま
い
、
意

識
障
害
、
け
い
れ
ん
を
引
き
起
こ

し
、
放
っ
て
お
く
と
死
に
至
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

育
て
に
よ
る
労
働
力
率
の
低
下
は

あ
ま
り
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、

仕
事
と
子
育
て
の
両
立
支
援
策
や
、

女
性
が
働
き
や
す
い
環
境
整
備
が

充
実
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
労
働

力
人
口
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、

日
本
で
も
女
性
の
労
働
力
率
の
上

昇
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
Ｍ
字
の
く
ぼ
み
が
小
さ
く
な

る
な
ど
の
傾
向
は
見
ら
れ
る
も
の

の
、
欧
米
の
水
準
に
は
及
ば
な
い

の
が
現
状
で
す
。

　

笠
間
市
で
は
今
年
４
月
、
次
世

代
育
成
支
援
行
動
計
画
を
策
定
し

ま
し
た
。
同
計
画
に
基
づ
き
、
少

子
化
と
い
う
現
状
を
踏
ま
え
、
社

会
全
体
で
子
育
て
を
支
え
る
と
い

う
視
点
か
ら
、
安
心
し
て
子
ど
も

を
産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

☆
労
働
力
率

　

労
働
力
率
と
は
、
就
業
者
数
に

失
業
者
数
を
加
え
た
労
働
人
口
の

比
率
の
こ
と
で
、
15
歳
以
上
で
働

く
意
欲
を
持
つ
人
が
ど
れ
ぐ
ら
い

い
る
か
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

少
子
・
高
齢
化
が
進
む
中
、
21

世
紀
に
お
い
て
豊
か
で
活
力
あ
る

社
会
を
築
い
て
い
く
た
め
に
は
、

男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

つ
ま
り
、
一
人
ひ
と
り
が
お
互
い

の
人
権
を
尊
重
し
、
男
女
が
対
等

な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
家
庭
や

職
場
、
地
域
、
そ
し
て
政
策
決
定

の
場
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
参

画
し
、
共
に
社
会
の
発
展
を
支
え

て
い
く
こ
と
が
必
要
な
の
で
す
。

　

総
務
省
の
労
働
力
調
査
に
よ
る

と
、
男
性
の
労
働
力
率
は
、
20
歳

か
ら
60
歳
ま
で
で
94
パ
ー
セ
ン
ト

以
上
と
高
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

女
性
の
労
働
力
率
は
、
20
歳
か
ら

25
歳
ま
で
は
72
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ

る
の
に
対
し
、
26
歳
か
ら
39
歳
ま

で
は
61
パ
ー
セ
ン
ト
に
低
下
。
そ

し
て
40
歳
代
に
な
る
と
72
パ
ー
セ

ン
ト
と
再
び
高
く
な
っ
て
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
女
性
の
労
働
力
率

は
、
結
婚
、
出
産
、
子
育
て
期
に

低
下
す
る
Ｍ
字
型
が
特
徴
で
す
。

　

一
方
、
欧
米
に
お
け
る
女
性
の

労
働
力
率
は
、
逆
Ｕ
字
カ
ー
ブ
を

示
し
て
お
り
、
結
婚
や
出
産
、
子

　

い
か
に
早
く
体
温
を
下
げ
、
意

識
を
回
復
さ
せ
る
か
が
、
そ
の
後

の
回
復
に
影
響
す
る
の
で
、
現
場

の
処
置
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
水
や
ぬ
れ
タ
オ
ル
を
掛
け

て
あ
お
ぐ
方
法
や
、
首
・
わ
き
の

下
・
足
の
付
け
根
な
ど
太
い
血
管

の
あ
る
部
分
に
、
氷
や
ア
イ
ス
パ

ッ
ク
等
を
当
て
る
方
法
が
効
果
的

で
す
。
足
を
高
く
し
、
血
液
を
心

臓
の
方
へ
送
る
こ
と
も
有
効
で
す
。

み
ん
な
で
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル

　
　

〜
男
女
共
同
参
画
を
進
め
よ
う
〜

《
女
性
の
労
働
力
率
に
つ
い
て
》

消
防
署
だ
よ
り

熱
中
症
予
防

　

こ
ま
め
な
水
分
補
給
と
休
息
で

＠

22

予
防
対
策

　

暑
い
と
き
に
は
、
こ
ま
め
な
水

分
補
給
と
充
分
な
休
息
を
と
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
水
分
の
補
給
に

は
、
濃
度
０
・
２
パ
ー
セ
ン
ト
の

食
塩
水
（
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な

ど
）
が
適
当
で
す
。
水
分
は
「
の

ど
が
乾
い
た
か
な
？
」
と
感
じ
た

く
ら
い
で
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

応
急
手
当

　

通
常
は
、
涼
し
い
場
所
に
運
び
、

衣
服
を
ゆ
る
め
、
寝
か
せ
て
水
分

を
補
給
す
れ
ば
回
復
し
ま
す
。
吐

き
気
や
お
う
吐
、
意
識
障
害
が
あ

り
、
水
が
飲
め
な
い
場
合
は
、
病

院
へ
運
び
、
点
滴
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
皮
膚
が
紅
潮
し
乾
燥
し

て
い
る
場
合
は
、
死
の
危
険
が
あ

る
緊
急
事
態
で
す
。
体
を
冷
や
し

な
が
ら
、
一
刻
も
早
く
病
院
へ
運

ぶ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト

分　　類 熱けいれん（軽度） 熱疲労（中等症） 熱射病（重症）

原因と病態 大量発汗によるナトリウム
欠乏性脱水

発汗による大量の脱水
＋

体温調節機能の破たん

熱放散の悪い条件下での発
汗による脱水　＋　体温調
節機能の破たん

発生状況 高温多湿下での作業や運動 高温多湿下での激しい作業
や運動

マラソン時、炎天下の車内
に閉じ込められた乳幼児等

体温（直腸温） 38℃以下 40℃以下 40℃以上

症

状

中枢神経 神経症状や意識障害（まれ） 頭痛、めまい、意識障害 頭痛、意識障害、けいれん

皮　　　膚 蒼白、発汗著明 蒼白、発汗著明 紅潮乾燥、発汗なし

筋けいれん 一過性の有痛性けいれん 有痛性けいれん ほとんどなし

そ　の　他 低ナトリウム血症 全身けん怠、悪心 口渇、悪心、おう吐、ショ
ック、多臓器障害

治　　　療 食塩水（スポーツドリンク）
の経口投与、冷却、輸血

食塩水（スポーツドリンク）
の経口投与、冷却、輸血 冷却、酸素吸入、集中治療

熱中症の分類と病態（和田貴子、島崎修次：熱中症、総合臨床42、1819－1824、1993より一部改変）

！
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健
康
ア
ド
バ
イ
ス

保
健
セ
ン
タ
ー

ま
ち
づ
く
り
教
室

　
　
　
　

活
動
情
報
No.46

　

私
た
ち
は
、〝
農
〞 

を
取
り
巻

く
様
々
な
事
柄
に
興
味
を
持
っ
て

い
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　

例
え
ば
、
食
糧
の
国
内
自
給
率

の
低
下
や
、
そ
れ
に
関
連
し
て
国

内
の
耕
作
放
棄
地
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
、
ま
た
、
内
閣
府
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
採
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
「
都
市
と
農
山
漁
村
の
共
生

と
対
流
」
と
い
っ
た
人
の
交
流
事

業
の
こ
と
、
さ
ら
に
、
そ
の
き
っ

か
け
と
な
っ
た
「
ア
ン
テ
ナ
農
地

を
都
会
の
屋
上
に
設
け
る
屋
上
緑

化
」
の
こ
と
な
ど
で
す
。

　

ど
れ
も
こ
れ
も
、
こ
の
21
世
紀

に
は
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
事
柄
で
す
。
そ
し
て
、
都
市

住
民
の
中
に
も
、
こ
う
し
た
こ
と

に
興
味
や
関
心
を
お
持
ち
の
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

私
た
ち
メ
ン
バ
ー
に
共
通
し
て

い
る
こ
と
は
、
枝
葉
は
異
な
り
ま

す
が
、〝
農
〞 
と
い
う
も
の
を
真

剣
に
考
え
、
ま
た
、
心
か
ら
楽
し

ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

今
年
は
念
願
の
活
動
拠
点
（
自

称
▽
笠
間
楽
農
楽
市
）
を
つ
く
り

ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
食
べ
物
を
き
っ
か
け

に
、
一
層
の
人
的
交
流
を
図
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

寄
稿
▼
ま
ち
づ
く
り
教
室
生
徒
会

49

《
禁
煙
の
す
す
め
》

〈
た
ば
こ
の
害
〉

　

た
ば
こ
は
「
百
害
あ
っ
て
一
利
な
し
」
と
言
わ
れ
る
と
お
り
、
本
人
だ

け
で
な
く
、
家
族
や
他
人
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
し
、
大
き
な
社
会
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
喫
煙
者
も
肩
身
の
狭
い
思
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

た
ば
こ
を
吸
わ
ず
に
い
る
と
き
に
出
る
ユ
ラ
ユ
ラ
し
た
煙
を
副
流
煙
と

い
い
ま
す
が
、
副
流
煙
は
、
た
ば
こ
が
低
い
温
度
で
不
完
全
燃
焼
し
て
い

る
た
め
、
有
害
物
質
を
多
く
含
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
喫
煙
者
だ
け

で
な
く
、
非
喫
煙
者
に
も
身
体
的
に
大
き
な
害
を
及
ぼ
し
て
し
ま
い
ま
す
。

〈
た
ば
こ
の
身
体
へ
の
影
響
〉

　

た
ば
こ
に
は
発
が
ん
性
が
あ
り
、
咽い

ん
と
う頭

が
ん
な
ど
の
原
因
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
肺
気
腫し

ゅ

は
、
せ
き
や
息
切
れ
、
呼
吸
困
難
の
原
因
で
、
ひ

ど
く
な
る
と
在
宅
酸
素
療
法
に
な
り
ま
す
が
、
90
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
は
た

ば
こ
に
よ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
た
ば
こ
に
よ
る
動
脈
硬
化
は
、
脳
卒
中

や
狭
心
症
、
心
筋
梗こ

う
そ
く塞

の
発
症
に
も
関
与
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
胎
児
や

子
ど
も
へ
の
影
響
な
ど
、
た
ば
こ
に
よ
る
害
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
喫
煙
者
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族
や
他
人
に
迷

惑
を
掛
け
な
い
た
め
に
も
、
禁
煙
を
実
行
す
べ
き
で
す
が
、
ニ
コ
チ
ン
中

毒
に
な
っ
て
い
る
た
め
に
、
な
か
な
か
禁
煙
で
き
な
い
の
が
実
情
で
す
。

〈
禁
煙
す
る
た
め
に
〉

　

禁
煙
し
た
い
け
れ
ど
や
め
ら
れ
な
い
と
い
う
人
の
た
め
に
、
禁
煙
補
助

剤
が
市
販
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
つ
は
ニ
コ
チ
ン
ガ
ム
で
、
た
ば
こ
を
吸
い

た
く
な
っ
た
と
き
に
こ
の
ガ
ム
を
か
む
と
、
た
ば
こ
を
吸
っ
て
い
る
と
き

と
同
じ
状
態
に
な
り
、
徐
々
に
個
数
を
減
ら
し
て
い
く
も
の
。
も
う
一
つ

は
ニ
コ
チ
ン
パ
ッ
チ
で
、
こ
れ
を
身
体
に
24
時
間
は
っ
て
い
る
と
、
た
ば

こ
を
吸
っ
て
い
る
状
態
に
な
り
、
徐
々
に
小
さ
な
パ
ッ
チ
に
変
え
て
い
く

と
い
う
も
の
で
す
。
ど
う
し
て
も
や
め
ら
れ
な
い
方
は
、
一
度
試
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
一
番
大
切
な
の
は
、一
度
禁
煙
し
た
ら
、

絶
対
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

《
河
村
医
院　
　
　

河
村　

一
敏
》

環境ウォッチング

　「ネクタイを外して、ジャケットを脱ぐと体感温度が２度下がる。」という研究結果に基づ
き、環境省では、夏のビジネススタイルとして“クール　ビズ”（ノーネクタイ、ノー上着）
を提唱しています。

市役所でもクールビズを実施

　笠間市役所では、夏の間、職員のノーネクタイ、
ノー上着を実施し、事務室の冷房温度を28℃に設
定して地球温暖化防止に努めてきました。
　今年度も、環境省の取組に合わせ、６月20日か
ら９月30日まで実施します。会議室を含め、各施
設とも冷房温度を28℃に設定しますので、ご協力
をお願いします。

　なお、昼休みの消灯は、年間を通じて実施して
いますので、ご協力ください。

クール　ビズ
～冷房28℃でも快適に格好よく過ごせるビジネススタイル～
クール　ビズ

チーム・マイナス６％

　“チーム・マイナス６％”とは、地球温暖化防止「国民運動」
の愛称。我が国の温室効果ガス削減約束である“マイナス６
％”の達成に向けて、みんなでひとつの“チーム”のように力を
合わせ、一丸となって地球温暖化防止に取り組みましょう。
６つのアクション
温度調節で減らそう（冷房温度は28℃）
自動車の使い方で減らそう（アイドリングストップを）
買い物とごみで減らそう（過剰包装を断わろう）
水道の使い方で減らそう（蛇口をこまめに閉めよう）
商品の選び方で減らそう（エコ商品を選ぼう）
電気の使い方で減らそう（コンセントをこまめに抜こう）
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人 口 と 世 帯
５月末日現在（前月比）
人　口 29,962 人 （ー   5）
   男 14,635 人 （ー 10）
   女 15,327 人 （＋   5）
世帯数 10,021 戸 （＋ 11）

※住民基本台帳による

　

笠
間
市
・
友
部
町
・
岩
間
町
の

合
併
（
平
成
18
年
３
月
19
日
）
に

伴
う
組
織
機
構
の
再
編
等
に
よ
り
、

平
成
18
年
度
（
４
月
１
日
付
け
）

の
職
員
採
用
は
い
た
し
ま
せ
ん
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ
先
▼
秘
書
企
画
課
☎
内
線

２
２
１
・
２
２
２

平
成
18
年
度
の

市
職
員
採
用
に
つ
い
て

「
人
事
め
い
あ
ん
」に
つ
い
て

　

こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民

が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、
罪

を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
、
協
力
し
て
犯
罪

や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築

こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　

統
一
標
語
は
「
ふ
れ
あ
い
と　

対
話
が
築
く　

明
る
い
社
会
」
地

域
の
連
携
を
深
め
る
た
め
、
皆
さ

ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先
▼
福
祉
事
務
所
社
会
福

祉
Ｇ
☎
内
線
１
４
４

笠
間
中
学
校
演
劇
部
の

定
期
公
演
会

７
月
は「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」強
調
月
間

市
民
プ
ー
ル
開
場
の
お
知
ら
せ

開
場
期
間
／

　

７
月
20
日
㊌
〜
８
月
31
日
㊌

休
場
日
／

　

８
月
１
日
㊊
・
８
月
15
日
㊊

　

個
人
情
報
保
護
法
並
び
に
笠
間

市
個
人
情
報
保
護
条
例
の
施
行
に

伴
い
、
今
後
、
お
め
で
た
・
お
く

や
み
欄
の
「
人
事
め
い
あ
ん
」
は
、

掲
載
し
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ
先
▼
秘
書
企
画
課
広
報
広

聴
Ｇ
☎
内
線
２
２
４

問
合
せ
先
／

　
市
民
体
育
館
☎
（
72
）
２
１
０
１

※
８
月
15
日
㊊
収
集
分
の
資
源
物

（
雑
誌
等
、
茶
色
の
び
ん
）
は
祝

日
扱
い
と
な
り
、
翌
週
の
８
月
22

日
㊊
に
振
り
替
え
と
な
り
ま
す
。

☆
エ
コ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
か
さ
ま
へ

　

持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
る
も
の

　

可
燃
ご
み
、
不
燃
ご
み
、
缶
類
、

粗
大
ご
み
、
災
害
廃
棄
物
、
粗

悪
な
び
ん
類　

ほ
か

☆
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
持
ち
込
む
こ

　

と
が
で
き
る
も
の

　

新
聞
、
雑
誌
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、

び
ん
類
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
白

国
勢
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

色
発
泡
ト
レ
イ
、
紙
パ
ッ
ク
、

古
布
、
乾
電
池

問
合
せ
先
▼
環
境
課
☎
内
線
１
３

　

１
・
１
３
２

　

10
月
１
日
現
在
で
、
全
国
一
斉

に
国
勢
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

国
勢
調
査
は
、
国
内
に
住
ん
で

い
る
す
べ
て
の
人
を
対
象
に
行
う

も
の
で
、
行
政
の
基
礎
と
な
る
人

口
・
世
帯
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
、
国
の
最
も
基
本
的
な
統
計
調

査
で
す
。
大
正
９
年
か
ら
５
年
ご

と
に
行
わ
れ
、
今
回
が
18
回
目
の

調
査
に
な
り
ま
す
。

　

９
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
皆
さ

ん
の
お
宅
を
訪
問
し
、
調
査
票
を

お
配
り
し
ま
す
。
記
入
し
て
い
た

だ
い
た
調
査
票
は
、
10
月
上
旬
に

調
査
員
が
受
け
取
り
に
伺
い
ま
す
。

　

調
査
票
の
内
容
は
「
統
計
法
」

に
よ
り
秘
密
が
保
護
さ
れ
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

問
合
せ
先
▼
秘
書
企
画
課
統
計
担

当
☎
内
線
２
２
３

お
盆
期
間
中
の
ご
み
の
収
集

日
時
▼
８
月
６
日
㊏
午
後
２
時

会
場
▼
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

演
目
▼
「
麦
わ
ら
帽
子
」「
鳥
」

問
合
せ
先
▼
笠
間
中
学
校

　

☎
（
72
）
０
１
２
０

日
時
▼
７
月
31
日
㊐
午
前
10
時
〜

午
後
３
時

場
所
▼
飯
田
ダ
ム

内
容
▼
ダ
ム
監
査
廊
（
ダ
ム
堤
体

内
の
管
理
点
検
用
通
路
）
の
見

学
、
パ
ネ
ル
展
示

問
合
せ
先
▼
飯
田
ダ
ム
管
理
所

　

☎
（
72
）
７
９
５
０

森
と
湖
に
親
し
む
旬
間

〜
飯
田
ダ
ム
見
学
会
〜

い
ば
ら
き
自
然
環
境

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

テ
ー
マ
▼
庭
先
や
通
勤
途
中
な
ど

で
見
つ
け
た
身
近
な
自
然
（
風

景
や
動
植
物
な
ど
）
で
、
平
成

16
年
以
降
に
茨
城
県
内
で
撮
影

さ
れ
た
も
の
。

応
募
期
限
▼
９
月
２
日
㊎
消
印
有
効

応
募
方
法
▼
最
寄
り
の
カ
メ
ラ
店

に
備
付
け
の
応
募
票
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
写
真
の
裏
面
に

は
り
付
け
て
、
次
へ
郵
送
。

応
募
・
問
合
せ
先
▼
〒
３
１
０
〜

　

８
５
５
５
水
戸
市
笠
原
町
９
７

　

８
〜
６
県
環
境
政
策
課
☎
０
２

　

９
（
３
０
１
）
２
９
４
０

区　　分 大　　人 小・中学生 幼　　児
午前の部

（９時～正午） 320円 220円 100 円

午後の部
（１時～４時） 320円 220円 100 円

回数券 １冊1,000円
（50円券20枚と10円券10枚）

ロッカー １回につき100円
※団体（30人以上）は１割引。
※団体の場合には、必ず引率者をつけてください。

開場時間及び入場料（一人につき）・使用料

区別
期日 収　集 「エコフロンティア

かさま」への持込み
清掃センター
への持込み

８月13日（土） 平常通り 平常通り（注） 平常通り

８月14日（日） 休み 休み 休み

８月15日（月） 休み 休み 休み

８月16日（火） 平常通り 平常通り 平常通り

（注）「エコフロンティアかさま」への個人持込みは、毎週土曜日
の午前９時～11時30分と午後１時～４時30分です。
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応
募
資
格
▼
県
内
に
在
住
、
在
学
、

在
勤
し
て
い
る
小
学
生
以
上
の
方

作
品
▼
大
き
さ
は
Ｂ
２
版
。
小
学

校
４
年
生
以
下
の
場
合
は
、
自

分
で
観
察
又
は
調
査
し
た
結
果

の
グ
ラ
フ

応
募
期
限
▼
９
月
１
日
㊍

問
合
せ
先
▼
県
統
計
課
☎
０
２
９

（
３
０
１
）
２
６
３
７

県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
を
募
集

県
人
権
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー

と
な
り
ま
ち
・
み
ど
こ
ろ
発
見

水
戸
地
方
広
域
市
町
村
圏
協
議
会

会
期
▼
８
月
28
日
㊐
ま
で

内
容
▼
開
館
５
周
年
を
記
念
し
、

「
笠
間
芸
術
の
森
陶
芸
展　

カ

サ
マ
ソ
ダ
チ
」
と
題
し
て
、
荒

田
耕
治
、
伊
藤
東
彦
ら
57
人
の

代
表
作
約
１
０
０
点
を
展
示　

☎
０
２
９
６
（
70
）
０
０
１
１

会
期
▼
７
月
16
日
㊏
〜
８
月
21
日
㊐

内
容
▼
20
世
紀
ド
イ
ツ
を
代
表
す

る
女
性
芸
術
家
ケ
ー
テ
・
コ
ル

ヴ
ィ
ッ
ツ
の
版
画
、
素
描
、
彫

刻
な
ど
約
１
６
０
点
を
展
示

　

☎
０
２
９
（
８
５
６
）
３
７
１
１

会
期
▼
７
月
16
日
㊏
〜
９
月
４
日
㊐

内
容
▼
日
本
芸
術
院
が
所
蔵
す
る
、

県
立
美
術
館
案
内

　
「
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に

関
す
る
法
律
」
の
規
定
に
よ
り
、

法
定
雇
用
率
を
満
た
す
民
間
企
業

は
、
身
体
障
害
者
又
は
知
的
障
害

者
を
雇
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
社
会
へ

の
貢
献
、
そ
し
て
企
業
の
発
展
の

た
め
に
、
事
業
主
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、

障
害
を
持
つ
方
の
雇
用
に
関
す
る

相
談
等
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
▼
茨
城
労
働
局
高
齢
・

障
害
者
雇
用
対
策
係
☎
０
２
９

（
２
２
４
）
６
２
１
９

障
害
者
の
雇
用
に
ご
理
解
を

　

家
内
労
働
者
（
内
職
者
）
の
労

働
条
件
の
向
上
と
生
活
の
安
定
を

い
ん
ち
き
内
職
に
気
を
付
け
て
！

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
家
内
労

働
法
。
同
法
の
規
定
に
よ
り
、
家

内
労
働
の
委
託
者
は
、
家
内
労
働

者
に
家
内
労
働
手
帳
を
交
付
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

工
賃
は
、
１
か
月
以
内
に
全
額
を

支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

い
わ
ゆ
る
「
い
ん
ち
き
内
職
」
に

は
、
特
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先
▼
茨
城
労
働
局
労
働
基

　

準
部
賃
金
室
☎
０
２
９
（
２
２

　

４
）
６
２
１
６

在
宅
看
護
職
の

ナ
ー
ス
バ
ン
ク
登
録

　

県
看
護
協
会
で
は
、
在
宅
の
看

護
職
の
方
の
就
業
を
促
進
す
る
た

め
、
ナ
ー
ス
バ
ン
ク
へ
の
登
録
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。
現
在
未
就

業
の
方
、
将
来
就
職
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
▼
（
社
）
茨
城
県
看
護

　
協
会
☎
０
２
９
（
２
２
５
）８
５
７
２

　

水
戸
県
税
事
務
所
で
は
、
新
た

に
電
話
を
設
置
し
た
い
方
に
、
県

税
滞
納
で
差
し
押
さ
え
た
電
話
加

入
権
を
、
一
般
の
方
も
参
加
で
き

る
一
般
競
争
入
札
で
公
売
し
ま
す
。

入
札
日
時
▼
７
月
27
日
㊌
午
前
10 

時
（
９
時
45
分
ま
で
に
集
合
）

入
札
場
所
▼
茨
城
県
水
戸
合
同
庁

舎
３
階
３
０
１
会
議
室

持
参
す
る
も
の
▼
印
鑑
・
身
分
を

電
話
加
入
権
を
公
売
し
ま
す

証
明
で
き
る
も
の
・
代
金
（
落

札
者
は
即
納
と
な
り
ま
す
）

※
代
理
人
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

※
公
売
物
件
の
有
無
を
入
札
前
日

ま
で
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
▼
県
水
戸
県
税
事
務
所

　

収
税
第
一
課
☎
０
２
９
（
２
２

　

１
）
６
６
０
５

　

県
で
は
、
人
権
啓
発
・
教
育
及

び
人
権
擁
護
を
推
進
す
る
新
た
な

拠
点
と
し
て
、
茨
城
県
人
権
啓
発

推
進
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し
た
。

開
設
場
所
▼
県
庁
13
階

事
業
内
容
▼
人
権
啓
発
、
人
材
育

成
、
活
動
支
援
、
人
権
相
談
、

調
査
・
研
究

問
合
せ
先
▼
県
人
権
啓
発
推
進
セ

ン
タ
ー
☎
０
２
９
（
３
０
１
）

３
１
３
６

第
27
回
「
東
海
ま
つ
り
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
東
海
村
》

日
時
▼
８
月
６
日
㊏

会
場
▼
駅
東
大
通
り

内
容
▼
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ

ー
、
東
海
音
頭
・
山
車　

ほ
か

☆
花
火
大
会
／

８
月
７
日
㊐
・
阿
漕
ヶ
浦
公
園

問
合
せ
先
▼
東
海
ま
つ
り
実
行
委

　

員
会
事
務
局
☎
０
２
９
（
２
８

　

３
）
２
１
４
１

会
期
▼
７
月
30
日
㊏
〜
９
月
11
日
㊐

内
容
▼
フ
ァ
ー
ブ
ル
美
術
館
所
蔵

の
、
一
七
世
紀
古
典
主
義
か
ら

一
九
世
紀
ロ
マ
ン
主
義
、
レ
ア

リ
ス
ム
、
印
象
派
に
至
る
フ
ラ

ン
ス
絵
画
の
名
品
を
展
示

　

☎
０
２
９
（
２
４
３
）
５
１
１
１

会
期
▼
７
月
16
日
㊏
〜
９
月
25
日
㊐

内
容
▼
「
46
億
年
の
タ
イ
ム
カ
プ

セ
ル
〜
南
極
大
陸
か
ら
未
来
が

み
え
る
〜
」
と
題
し
、
南
極
を

通
し
て
地
球
環
境
を
考
え
る
。

　

☎
０
２
９
７
（
38
）
２
０
０
０

会
期
▼
７
月
16
日
㊏
〜
31
日
㊐

内
容
▼
春
の
イ
ベ
ン
ト
で
撮
影
さ

れ
た
園
内
の
花
の
写
真
を
展
示

す
る
ほ
か
、
プ
ロ
カ
メ
ラ
マ
ン

に
よ
る
撮
影
の
ア
ド
バ
イ
ス
や

作
例
な
ど
を
展
示

　

☎
０
２
９
（
２
９
５
）
２
１
５
０

茨
城
県
陶
芸
美
術
館

〜
カ
サ
マ
ソ
ダ
チ
〜

茨
城
県
天
心
記
念
五
浦
美
術
館

〜
芸
術
院
の
日
本
画
〜

茨
城
県
近
代
美
術
館

〜
魅
惑
の
一
七
〜
一
九
世
紀

フ
ラ
ン
ス
絵
画
展
〜

茨
城
県
つ
く
ば
美
術
館

日
本
に
お
け
る
ド
イ
ツ
年
記
念

〜
ケ
ー
テ
・
コ
ル
ヴ
ィ
ッ
ツ
展
〜

茨
城
県
自
然
博
物
館

〜
南
極
大
陸
か
ら
未
来
が
み
え
る
〜

茨
城
県
植
物
園〜

花
の
写
真
展
〜

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

上
村
松
篁
、
片
岡
球
子
、
東
山

魁
夷
、
杉
山
寧
、
高
山
辰
雄
ら

56
人
の
名
画
59
作
品
を
展
示

　

☎
０
２
９
３
（
46
）
５
３
１
１

「布目桜文花瓶」
2005年 伊藤 東彦
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　６月２日（木）、総合公園管理棟で、
青少年センター会議と青少年相談員
会総会（塩幡 正光会長）が行われ、磯
市長から相談員の委嘱状が交付され
ました。
　来賓の先﨑（まっさき）笠間警察署
長は、『青少年の健全育成は、まず家
庭から』と話してくれました。

ーLife Long Learning ー

青少年相談員を委嘱

〈30〉生涯学習だより生涯学習だより

　青少年相談員は地域の子どもたち
を見守り、また青少年によい影響を
与える「地域親」として、青少年育成
活動を支える担い手となることを目
的としています。
　そのために、青少年に対する指導
や巡回指導など様々な活動を行って
います。

【市長より委嘱状を交付された相談員のみなさん】

　姉妹都市である栃木県矢板市との
子ども会交流会が、６月５日（日）に開
催されました。
　当日は、両市の子ども会合わせて
約100人が参加し、午前中は、元市史
編さん専門委員を講師に、佐白山の
笠間城跡を巡り、その歴史と文化を
学びました。
　午後からは、大津晃窯で笠間焼の
手ひねりに挑戦し、どの子もすばら
しい作品を作り上げることができま
した。

笠間市矢板市子ども会交流会を開催
　矢板市子ども会との交流事業とし
て、佐白山を取り巻く歴史について、
講師の３人の先生方にご案内・ご説
明をいただき、最初は興味を示さな
かった子どもたちも次第に関心を持
ち、感銘を受けたようでした。
　笠間焼の粘土工作は、付き添いの
大人も含め、とても熱心に制作して
いました。完成を待ち遠しく思って
いることでしょう。

　笠間市リーダースクラブが初めて
主催した高校生会交歓会が、去る６
月19日（日）に、笠間小学校体育館で
実施されました。
　参加者は、本市のほか、隣町の岩
間町をはじめ８市町村から約60人の
高校生や中学生が参加。レクレーシ
ョンや歌遊びなどを行い、充実した
一日を過ごしました。

笠間市初の高校生会交歓会を実施
　今回、初の交歓会を開きました。
他の地域の高校生会と、レクレーシ
ョンを通して、お互いにふだんの活
動内容の情報交換ができました。ま
た、友達も増えて良かったです。
　今後も他の高校生会に負けないよ
うに活発に活動していこうと思いま
した。

【佐白山を巡りながら歴史のお勉強!!】

　高校生会は、次代の社会のリーダー
を育成することを目的に、高校生を中心
に組織され、主に市の生涯学習事業へ
の協力や、子ども会活動のお手伝いを
しています。
　また、各種研修会に参加したり、毎
年12月に、市内の小学生を対象とした
クリスマス会を主催するなど、幅広い
活動をしています。

《笠間市リーダースクラブ会長　福崎　瞳》

《笠間市子ども会育成連合会会長　湊 節雄》

【楽しくレクリエーション＆ダンス】

【新しい友達がたくさんできました】

健やかな成長と非行防止のために

姉妹都市のみんなとお友だちになろう

リーダースクラブ再結成10周年記念

○会員募集のお知らせ
　１．入会資格　市内在住の中・高校生
　２．年 会 費　1,200円
　◎平成17年度に実施した主な活動
　　・陶炎祭で移動記者を体験
　　　（茨城新聞社からの依頼）
　　・全国子ども陶芸展ＰＲ活動
　　　（ＮＨＫデジタル放送に出演）
　　・茨城県主催の研修会への参加
※入会希望者は市生涯学習課まで　72-1111（内線273）
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第
15
回
「
笠
間
の
ま
つ
り
」
を
、

今
年
も
８
月
16
日
と
20
日
の
二
日

間
に
わ
た
り
開
催
し
ま
す
。

灯と
う
ろ
う篭
流
し

日
時
▼
８
月
16
日
㊋
午
後
６
時
30 

分
〜

会
場
▼
亀
ヶ
橋
北
公
園

ね
ぶ
た
＆
神み

輿こ
し

パ
レ
ー
ド

日
時
▼
８
月
20
日
㊏
午
後
６
時
〜

　

笠
間
稲
荷
神
社
周
辺
で
、
ね
ぶ

た
・
光
の
オ
ブ
ジ
ェ
の
力
作
を
展

示
後
、
神
輿
＆
ね
ぶ
た
・
光
の
パ

レ
ー
ド
を
開
催
し
ま
す
。
今
年
も

本
場
青
森
市
の
人
形
ね
ぶ
た
が
参

加
し
、
迫
力
あ
る
パ
レ
ー
ド
を
ご

覧
い
た
だ
け
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
も
跳は

ね
人
（
踊
り
手
）
と

担
ぎ
手
（
担
ぎ
ね
ぶ
た
）
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。
当
日
の
参
加

も
で
き
ま
す
の
で
、
み
ん
な
を
集

め
て
ま
つ
り
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先
▼
笠
間
の
ま
つ
り
実
行

委
員
会
事
務
局
（
商
工
観
光
課

内
）
☎
内
線
１
６
１　

Ｅ
メ
ー

ルkankou@
city.kasam

a.ibaraki.jp

道を「交通の場」から「交流の場」へ

笠間のまつり

～君がまつりを熱くする～

　

第
３
回
『
道
の
市
』
笠
間
ハ
ン

ド
メ
イ
ド
フ
ェ
ア
in
弁
天
町
（
主

催
▽
同
実
行
委
員
会
）
が
６
月
４

日
と
５
日
の
二
日
間
、
市
内
弁
天

町
の
駅
前
通
り
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
道
の
持
つ
機
能

を
「
交
通
」
だ
け
で
な
く
、
人
が

集
ま
る
「
交
流
」
の
場
と
し
て
と

ら
え
、
も
の
づ
く
り
に
こ
だ
わ
る

作
り
手
と
地
元
住
民
、
観
光
客
同

士
の
交
流
を
図
ろ
う
と
行
わ
れ
た

も
の
。
駅
前
通
り
約
１
５
０
メ
ー

ト
ル
の
区
間
を
車
両
通
行
止
め
に

し
、
歩
行
者
に
開
放
し
ま
し
た
。

　

出
店
者
は
、
県
内
の
ほ
か
北
は

北
海
道
か
ら
南
は
岡
山
県
の
作
家

ま
で
約
85
軒
。
土
や
金
属
、
ガ
ラ

ス
な
ど
様
々
な
素
材
を
使
っ
た
オ

ブ
ジ
ェ
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
日
用

品
が
出
展
さ
れ
た
ほ
か
、
手
打
ち

そ
ば
や
地
元
婦
人
会
に
よ
る
「
楽

食
」
な
ど
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
、
道
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
を
提
案
す
る
電
動
カ
ー

ト
が
貸
し
出
さ
れ
た
ほ
か
、
バ
リ

島
の
舞
踏
や
沖
縄
八
重
山
地
方
の

伝
統
芸
能
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
人
出
は
、
昨
年
の
２
倍

近
い
約
１
万
５
０
０
０
人
。
作
家

の
顔
が
見
え
る
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な

雰
囲
気
の
中
、『
道
の
市
』
は
着

実
な
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

『
道
の
市
』

笠
間
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
フ
ェ
ア
in
弁
天
町



＊笠間市民憲章＊　この誇りある郷土を愛し、よりよい明日を求めて。
◇ 自然を愛し、美しいまちにしよう。　◇健康で働き、豊かなまちにしよう。　◇教養と文化を高め、明るいまちにしよう。
◇ 思いやりを深め、温かいまちにしよう。　◇きまりを守り、住みよいまちにしよう。（昭和 53 年 8 月 1 日制定）
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新緑の中でさわやかな汗　いきいきスポーツday!（６月12日）

初心者大歓迎のグラウンドゴルフ大会

川
﨑 

真
裕
美
選
手

世
界
陸
上
日
本
代
表
入
り

佐城小学校が全日本緑化コンクール「準特選」の栄誉
　

平
成
16
年
度
全
日
本
学
校
関
係
緑
化
コ

ン
ク
ー
ル
（
主
催
▽
（
社
）
国
土
緑
化
推

進
機
構
・
茨
城
県
）
の
学
校
環
境
緑
化
の

部
で
、
佐
城
小
学
校
が
全
国
次
席
の
準
特

選
を
受
賞
。
潮
来
市
の
全
国
植
樹
祭
会
場

で
、
喜
び
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

芸術の森公園６kmコースをウォーキング

　

市
内
福
田
出
身
の
川
﨑 

真
裕
美
選
手
（
25
歳
・
海
老

澤
製
作
所
所
属
）
が
、
こ
の
ほ
ど
、
世
界
陸
上
・
女
子
競

歩
20
㌔
の
日
本
代
表
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

川
﨑
選
手
は
、
昨
年
夏
の
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
。

今
年
１
月
の
日
本
選
手
権
大
会
（
神
戸
）
で
、
世
界
陸
上

参
加
選
考
基
準
を
１
分
40
秒
ほ
ど
上
回
る
１
時
間
31
分
51

秒
で
優
勝
。
そ
の
後
も
連
覇
を
達
成
し
、
世
界
の
大
舞
台

へ
の
出
場
権
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。

　

世
界
陸
上
は
、
そ
の
規
模
と
権
威
に
お
い
て
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
、
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
と
並
ぶ
世
界
三
大

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
。
今
大
会
は
、
ヘ
ル
シ
ン
キ

（
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
）
で
８
月
６
日
か
ら
14
日
ま
で
の
９
日

間
、
２
１
１
の
国
と
地
域
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

　

６
月
16
日
に
市
役
所
を
表
敬
訪
問
さ
れ
た
川
﨑
選
手
は
、

「
開
催
地
は
涼
し
い
の
で
、
高
速
レ
ー
ス
に
な
る
と
思
う
。

万
全
の
態
勢
で
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
ち
、
自
身
が
持
つ

日
本
記
録
の
更
新
を
目
指
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

アテネオリンピック　2004年8月23日（ギリシャ）


